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四国大学同窓会会則 

 

昭和38年３月１日制定 

 

第１章 名称 

第１条 本会は、四国大学同窓会と称し、本部を四国大学内（徳島市応神町古川）に置く。 

 

第２章 目的 

第２条 本会は、会員相互の親睦を図り、会員と母校の連絡を密にし、母校の発展に寄与す

ると共に我が国文化教育の伸展と人格の向上を企図することを目的とする。 

 

第３章 会員 

第３条 本会は、次の者をもって組織する。 

(１) 会員 四国大学大学院及び四国大学専攻科並びに四国大学及び四国大学短期大学部

の卒業生及び在学生 

(２) 特別会員 四国大学大学院、四国大学及び四国大学短期大学部の教職員並びに同旧

教職員及び本会に功労のあった者 

２ 会員は、現住所、氏名等に変更のあった場合は、その都度本会に届出なければならない。 

第４条 会員は、入会時に入会金2,000円、卒業時に終身会費10,000円を納入する。 

２ 既納の入会金及び終身会費は原則として返還しない。 

 

第４章 事業 

第５条 本会は、次の事業を行う。 

(１) 母校との連絡及び母校進展に関する事業 

(２) 在学生の教育支援に関する事業 

(３) 会報及び会員名簿の発行 

(４) 講演会及び講習会 

(５) 教育に関する研究調査 

(６) 教化に関する事業 

(７) 会員の修養と親睦互助に関する事業 

(８) その他必要と認める事業 

 

第５章 役員 

第６条 本会に、次の役員を置く。 

会長  １名 

副会長 ２名 

会計  ２名 

評議員 若干名 

監事  ２名 

幹事  若干名 
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第７条 役員の選出は、次のとおりとする。 

(１) 会長は、評議員会において卒業生の会員から選出する。 

(２) 副会長は、会長の推薦により評議員会において決定する。 

(３) 評議員は、各支部会員において決定せられた者があたる。ただし、当人がその支部

を転じたときは、その職を失うものとする。 

(４) 監事は、評議員会において卒業生の会員から選出する。 

(５) 幹事は、卒業生の会員で大学の教職員をもって充てる。 

第８条 会長は、本会を代表して会務を総理し、評議員会を主宰する。 

第９条 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは代行する。 

第10条 評議員は、予算の議決、決算の承認及び本会の事業の計画につき審議する。 

第11条 幹事は、会の運営にあたる。 

第12条 本会の役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

第13条 本会役員に欠員を生じたときは、補欠選出をする。ただし、その任期は、残任期間

とする。 

第14条 本会役員は、任期満了後も次期役員の決定までは、その責に任ずるものとする。 

 

第６章 顧問 

第15条 本会に特別顧問及び顧問を置くことができる。 

２ 特別顧問は学園長、理事長、学長とする。 

３ 顧問は本会の会員で、評議員会の承認を経た者とする。 

４ 特別顧問及び顧問は会長の要請により会議に出席をし、意見を述べることができる。た

だし、議決に加わることはできないものとする。 

 

第７章 会議及び総会 

第16条 本会の会議は総会及び評議員会とし、総会は、年１回以上開催するものとする。た

だし、必要に応じ臨時総会を開くことができる。 

第17条 総会における業務は、次のとおりとする。 

(１) 会務報告 

(２) 会計報告 

(３) 議事 

(４) 講演 

(５) その他 

２ 役員会は、やむを得ない事情のあるとき会長が招集し、その３分の２以上の同意を得て

総会にかえることができる。 

第18条 評議員会は、毎年１回以上開くものとする。ただし、やむを得ない事情のあるとき

は、会長が文書により同意を得て議決にかえることが出来る。 

第19条 評議員会における所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) 予算の決算の承認 

(２) 役員の選出 

(３) 財産の処分と管理 

(４) その他必要と認める事項の議決 
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第８章 会計 

第20条 本会の経費は、入会金、会費及び寄付金をもってこれに充てる。 

第21条 決算は、監事の監査をうけて評議員会の承認をもとめるものとする。 

第22条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日に終る。 

 

第９章 会則の改正変更 

第23条 本会の会則の変更は、総会において出席会員の過半数の賛成を得て成立する。 

 

第10章 部及び支部 

第24条 本会に部会を置くことができる。 

第25条 本会の目的達成のため各都市及び他府県に支部を置き、各支部に支部長を置く。 

第26条 部会及び支部の規約は、部会及び各支部において定めるものとする。 

第27条 部会及び支部の規約、役員の氏名及び事務所の所在地は、本部に報告する。 

第28条 部会及び支部の会計は、その部及び支部の責任とする。 

 

附 則 

この会則は、昭和38年３月１日から施行する。 

附 則 

この改正会則は、昭和57年11月７日から施行する。 

附 則 

この改正会則は、平成元年11月12日から施行する。 

附 則 

この改正会則は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正会則は、平成７年11月11日から施行する。 

附 則 

この改正会則は、平成11年10月31日から施行する。 

附 則 

この改正会則は、平成16年４月１日から施行する。 

附 則 

この改正会則は、平成20年11月９日から施行し、平成20年４月１日から適用する。 

附 則 

この改正会則は、平成22年11月14日から施行し、平成22年４月１日から適用する。 

附 則 

この改正会則は、平成24年11月11日から施行し、平成24年４月１日から適用する。ただし、

第４条の規定については、平成27年度入学生から適用する。 


